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＜病棟連絡事項＞
・スタッフBOXが雑然となってきています。各自整頓を心がけてください。

＜東病棟入院・入室状況＞
【病棟移動】
・石黒　理一郎様～　→　南病棟A115号室
・和田　邦行様～　→　南病棟A123号室

【入院】
・浪打　英恵様～東病棟Dユニット19号室

＜患者様連絡事項＞
・中道　浩悦様～vdsルネスタ→ブロチゾラムへと変更となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。自室にて臥床して過ごされていること多い。開放観察時、ユニット内を徘徊し、他室侵入をすることや他者の私物弄りを繰り返している。20分程度で開放観察終了している。全裸となることもあり、介入している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
[bookmark: _Hlk62478463]
・飯田　修子様～時間隔離中(20:00～8:00)。自室にて臥床していること多くみられている。娘様への電話要求頻回にあるが説明にも易怒性・粗暴行為なく応じている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・石橋　進様～身体拘束中(夜間のみ、日中は時間開放)。車椅子に乗車し、ホールにて過ごされている。時折、大声で「先生―、先生―」と呼ぶことはあるが他者トラブルなし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・佐藤　留五郎様～全身状態の悪化は進んでいる状態。酸素飽和濃度も80％後半から90％である。拒否抵抗ほぼない状態であり、身体拘束解除、モニタ使用となる。

・宮本　京子様～食事は一部介助にて全量摂取している。昨日は車椅子からの立ち上が
　　　　　　　　り頻回にあったが本日は危険行為なく経過している。オムツ交換時や
　　　　　　　　更衣時の協力動作可能。不穏なし。

＜措置入院患者様＞
[bookmark: _GoBack]・北向　淑美～R3.9.22措置入院となる。入院時より不穏・興奮著しく、言語の解体著名であり思考内容は強く妄想に支配されている様子があった。他者への攻撃性・敵意も顕著であり粗暴行為も見られた事から入院時より身体拘束開始となる。薬剤治療により次第に症状改善し静穏となられた為、R3.9.24身体拘束解除となっている。早期の措置解除・社会復帰に向け、関係機関とも連携しながら支援を進めていく。

・藤井　崇史様～現在、Bユニットにて療養頂いているが、妄想に関する内容の発言や不穏・興奮見られず静穏に過ごされている。父様より措置解除への同意得られたため、今後措置解除に向けてオンライン面会等を実施していく予定。

＜入院患者情報＞
　日　　時：令和3年9月25日　11:57
　氏　　名：浪打　英恵様
　生年月日：昭和63年12月9日　32歳
　病　　名：強迫性障害、うつ病エピソード
　性　　別：女性
　主 治 医：田名部Dr（外来診察医：今川Dr)
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Dユニット
　＜経過＞
半年程前から確認をしないと不安になるという事を主訴に八戸マナクリニック初診し以後外来通院継続。仕事も出来る程に回復したが、症状悪化し1年程前からは希死念慮、抑うつ気分が増悪。特に9.10頃からは、希死念慮、自傷行為(リストカット)、9.20頃からは食事もとれなくなっている状態。主治医より入院治療勧めていたが同意されず。R3.9.24とても苦しいと母様と八戸マナクリニック受診し当院紹介となり、9.25東病棟Dユニットへ任意入院となる。
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